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1．はじめに 

 わが国に、コンストラクションマネジメント（以下，CM）の導入が期待されて久しい。筆者は、第 61 回

年次学術講演会(平成 18 年 9月)で発表した「コンストラクションマネジメント(CM)の公共工事への適用」の

なかで、わが国の公共工事に CMを導入し、これを制度化するには、3段階を経て実現する事が望ましいこと

を、その根拠を挙げて明らかにした。第 1段階では、現法体系のもとで公的な専従機関を設立して実施を試み、

第 2段階では、既存の公的機関の参入を促して市場の拡大を図る。そして最終的な第 3段階では、現法体系を

改定してその枠組みを脱し、民間機関の参入を制度化させることを目指すこととした。ここでは、第 1段階の

システム構築と制度化を、具体的に提言する。 

2．公共工事における CMシステムデザイン基本的枠組み 

 わが国の公共工事に CMシステムを導入するために前提となる枠組みを、以下のように想定した。 
① 信用重視の市場環境：長年にわたって培った実績をもとに築いた信用を尊重する日本的な伝統を配慮し
た、信用ある公的権威を付与したマネジメント実施者(CMR又は CMr)の市場活動を前提とする。 

② 契約重視の徹底：マネジメント契約を明確に履行する責任を、厳格に徹底させるシステムの運用を図る。 
③ システム化の励行：マネジメント契約の履行に際して障害をもたらす恐れがあるような、日本的な運用
の妙に依存する思想を排除し、すべてのシステム化とルール化を図る。 

④ 固定的な労働市場に適応：わが国の、所謂終身雇用的な雇用を特徴とする固定的な労働市場の環境に沿
うような、CMrの人材活用を図る。 

⑤ 公的資格の付与と多能的専門性の確保：CMr個人に与える公的資格制度を設け、わが国固有の多能性に
富む専門性の具備を制度化する。 

⑥ ソフト技術の価値付け：CM先進国の欧米流に、ソフト技術に市場価格を与え、旧来の無償サービス提
供の具とする慣行の排除を図る。 

⑦ 中央集権的機構の構築：米国流の地方分権的な環境を採用せずに、わが国積年の中央集権的な構造を前
提とする制度化を図る。 

⑧ 公的機関による主導：わが国の公共工事では、民間主導より抵抗感が少ない公的機関主導の制度化を図
る。 

⑨ システムの多様化：わが国の従来の公共調達が多様性に乏しいことが、制度の硬直化と疲労の起因にな
ったことに鑑み、可能な限り、現法体系のもとで多様性に富むシステム構築を図る。 

⑩ ゼネコン企業体質の改質：ゼネコンによるソフト技術の無償提供を排除し、ゼネコンを施工機能に限定
した存在と見なす制度化を図る。 

3．CMシステムが備える要件 

 第 1段階に位置付けられるシステムが備えるべきと考えられる要件を、次のように整理する。 
① CMrの資格：国家試験の合格者(参考 米国では制限がない) 
② CMr個人の専門性：複数に跨る多能性(参考 米国ではルール化せず) 
③ マネジメント契約業務の実施機関(CMR)：法に定める公的機関(参考 米国では民間企業) 
④ 対応可能な CM形態：ピュア-型 CM(参考 米国ではあらゆる形態が可能) 
⑤ CMrの雇用者：③に挙げる法に定める公的機関(参考 米国では発注機関や民間の CMR) 
⑥ CMrの雇用期間：長期雇用または登録(参考 米国ではプロジェクト単位の期間) 
⑦ CMr個人に対する評価：公的な評価機関の認定(参考 米国では個人的な経験・実績・業績の誇示) 
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⑧ 準拠法令：会計法、地方自治法など現行の公共調達関連法令(参考 米国では連邦・州政府の調達規則) 

わが国特有の市場環境から排除することが望ましいと考えられる日本的な枠組みに手を加えたものである｡ 

4．システムのデザイン 

4.1 制度化と立法措置 

 このデザインの根幹は、専門的な個人資格者（CMr）および公的権威を備えたマネジメント実施者(CMR)

の制度化にある。この公的な制度化は、個人的な面では、技術士、建築士、土木・建築施工管理技士などの既

存の公的資格制度との整合性、組織的な面では、新たな専従機関の設立、規則的な面では、設計施工分離発注

の請負工事を前提とした枠組みのもとで、関係者や関係機関の明確な役割分担の制度化を図る必要がある。こ

の制度を公共工事の市場で機能させ、更には定着させ普及させるには、新たな立法措置、標準契約約款、規定・

基準、要領、ガイドラインなどの整備が必要になる。 

4.2 実施機関 

 制度の運用と業務の実施のために、以下のような機関の設置を提言する。 
① 中央の管理機構：業務の統括機能を有し、情報のデータ－ベース機能、標準契約約款の設定、資格制度
の運用を図る役割を持つ。東京に設置する。 

② 地方の実施機関：マネジメント業務の受注と実施を図る役割を担う。各自治体単位に設置する。 
③ 有資格者の雇用登録・機関：有資格者を登録や雇用、教育訓練などの機能を備える。上記②からの要請
を受けて人材を派遣する役割を担う。本部を東京に置き、支部を各自治体単位に設ける。 

4.3 資格 

 国家試験制度による有資格者は、上記③に登録され、必要に応じて雇用の上で上記②の機関に派遣され

る。そしてプロジェクト期間中、②の機関もしくは発注者の一員として、マネジメント業務に従事する。

その業務は、許可(無資格者には禁止されている)業務であり、有資格者だけが行えることとする。 

5．有資格者と関連機関の業務履行上の関係 

 以上のように提言したシステムは、(図－1)に示すように構築される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(図－1)  CMRと CMrの関連機関の関係 

6．おわりに 

 このようなシステムを構築した理由は、CM制度を機能させるためには、優れた専門家を確保し彼らに

安定した雇用機会を保障することが、必要と考えたからである。わが国で CM制度を機能させるには、CM

先進諸国に存在しない、わが国独特の労働市場に適用できるような、人材を効果的に活用するシステムの

デザインが不可欠である。 

 

① 公共事業建設管理機構
 

:中央に設置 

 

② 建設管理センター 
 

↑資格者の出向 
 

③ 建設管理事業団
 

↑雇用又は登録 
 

有資格者
 

↑ 合格 
 

国家試験
 

↑ 受験 
 

技術者

 

:都道府県単位に設置 

 

:必要に応じて各地に設置 

資格登録 

免状交付 試験の実施

 

※ 建設管理士 

 

設計者 
 

請負業者

 

発注者 

 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾁｰﾑ 

資格制度の運用情報のﾃﾞｰﾀｰﾍﾞｰｽ化

契約関係

業務関係 

業務関係 業務関係 

 

※建設管理士は国家資格の仮称である。 

6-209 土木学会第63回年次学術講演会(平成20年9月)

-418-



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


